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　12 月 24 日、市民会館で「第九」コンサ
ートが開催されました。
　曲目は、ベートーベンの交響曲第９番「合
唱」とモーツァルトの歌劇「魔笛」序曲。合
唱団こぶや市内のコーラスグループ、くらし
き作陽大学・作陽音楽短期大学合唱団などで
結成された総勢約 160 人の合唱団が、くら
しき作陽管弦楽団約 60人の音色に乗せ、歓
喜の歌声を会場いっぱいに響き渡らせてい
ました。
　今回で２度目の開催となった「第九」。会
場内は、力強い歌声と迫力ある演奏に包ま
れ、多くの観客が盛大な拍手を送っていまし
た。

歓喜の歌声  高らかに
第九コンサート

　五輪メダリストのエリック・ワ
イナイナさんをゲストに招いたマ
ラソン教室が 12 月 17 日、総社
北公園で行われました。指定管理
者による特別企画で、約 500 人
の参加者がマラソンに向けて練習
方法などを学んでいました。
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五輪メダリストと走る

ミニフォト

　元旦の早朝、毎年恒例の福山登
山が行われ、約 1000 人が登頂。
振る舞われた甘酒で体を温めなが
ら東の空が白んでいく様子を見つ
め、ご来光を待ちました。初日の
出に合わせ万歳三唱を唱え、新し
い年の到来を祝っていました。
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ご来光を拝み、新年を迎える
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新年を飾る生花

　迎春の生け花講習会が、12 月
28 日に働く婦人の家で行われま
した。自分で生けた花で新年を彩
ろうと参加したのは 20 人。見栄
えよく生けるために講師の説明を
聞きながら、真剣な表情で取り組
んでいました。

　中島チトさん（清音上中島）が
1月５日に満 100 歳の誕生日を迎
えられ、６日に市から記念品が贈
られました。人と話をすることが
好きという中島さん。長寿の秘訣
は、大好きな甘いものを食べるこ
とだそうです。
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中島さん 100 歳おめでとう

　妹尾剛さん（中央二丁目）が
12 月 30 日に満 100 歳の誕生日
を迎えられ、１月６日に市から記
念品が贈られました。今でもお店
に出て、接客をすることがあると
いう妹尾さん。長寿の秘訣はお茶
を飲むことだそうです。
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妹尾さん 100 歳おめでとう

　結成 35 周年を迎えた総社ジュ
ニアコーラスの定期演奏会が 12
月 18 日、山手公民館で開催され
ました。童謡などを合唱したほか、
ミュージカル「夢から醒めた夢」
の上演も行われ、訪れた観客を楽
しませていました。
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未来に向けて歌声を響かせる

　インターナショナルクリスマス
パーティーが 12 月 25 日、総合
福祉センターで開催されました。
参加した約 300 人は各国の料理
やお菓子を持ち寄り、ゲームなど
を楽しみながら交流を深めていま
した。
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クリスマスの国際交流

一つになった歌声とオーケストラの演奏が重なり響く

フィナーレで「あの素晴らしい愛をもう一度」を合唱

夜空に浮かび上がる備中国分寺五重塔

　12 月 17 日、市役所駐車場で「こたつ 100
個ライブ」が開催され、友人や家族連れら約
800 人が来場しました。
　ステージで催されたライブのほか、会場には
夜店や「ふゆのなつまつり」と題した縁日も並
び、大人も子どももイベントを楽しめるように
企画を工夫。来場者はこたつで暖をとり、和や
かに会話を弾ませながら、イルミネーションの
華やかな演出と、響き渡る歌声や音楽を満喫し
ていました。

こたつで温まり、音楽を楽しむ
こたつ１００個ライブ

　備中国分寺五重塔を幻想的に演出するライ
トアップが、12 月 26 日から始まりました。
吉備路のシンボルとして愛されている五重塔
をライトアップすることで魅力を発信し、よ
り一層身近なものとして親しまれることが目
的。冬の夜空に放たれた光によって美しく浮
かび上がった五重塔の姿に、訪れた人は足を
止めて見入っていました。
　ライトアップは２月 28日㈫までの毎夜、午
後６時から 10 時まで楽しむことができます。
また、12 月 31 日から１月１日にかけての年
越しでは３時間延長し、午前１時まで特別に
ライトアップ。吉備路は厳かに新年を迎えて
いました。

厳かな夜の吉備路
備中国分寺五重塔ライトアップ

　成人記念式が１月８日、市民会
館で行われました。成人として未
来への一歩を踏み出したのは 723
人。式では恩師からのメッセージ
が上映され、懐かしい思い出や自
身の成長を振り返り、成人として
の決意を新たにしていました。
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大人の自覚を胸に

　１月 15 日、消防出初式が市民
会館で行われました。いざという
とき、災害から市民の命と暮らし
を守る消防団。約 600 人の消防
職団員らは、「自分たちの地域は
自分たちで守る」との自覚を新た
にしていました。
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市民を守る自覚を新たに


